
第１学年 道徳学習指導案 

日 時：平成○○年○月○○日 

場 所：１年教室 

指導者：○○ ○○ 

１１１１    主題構成表主題構成表主題構成表主題構成表    

        主題名主題名主題名主題名   思いやる心 ２-(２)  

〈資料名 ｢はしの うえの おおかみ｣ （文溪堂）〉 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■内容項目 

 身近にいる幼い人や高齢者に温かい心

で接し、親切にする。 

■内容項目から見た児童の実態 

・１年生の子どもたちにとって、相手

の立場や気持ちを考えることはなか

なか難しいことである。 

・子どもたちは、誰にでも親切にしな

くてはならないということは、観念

的には理解している。しかし、学級

での生活を見ていると自己中心的な

傾向が強く、自分勝手な行動を押し

通そうとして、けんかをしたり周り

の人に迷惑をかけたりすることがあ

る。 

■要因 

・人に親切にすることは、生活してい

く中で欠かせない事だということは

理解しているが、実生活で行うこと

は育っていく段階である。人に親切

にすると相手も自分も気持ち良いと

いう体験が少ない。 

■価値の分析 

人間は、本来温かい心を

もっている。しかし、現実

生活の中では、相手の立場

を無視して、自分の都合で

動きがちである。親切とは、

相手の立場に立ってものご

とを考え、手を差し伸べる

ことである。困っている人、

悲しんでいる人はもちろ

ん、誰に対しても、その人

の立場になって温かい心で

接しようとすることによ

り、親切な行いが生まれる

のである。 

 相手に親切にできること

は、人間関係を築き、社会

で生活していくために欠か

せない態度であり、小さい

頃から相手の立場を考え、

思いやりの心を育てていか

なくてはならない。しかし、

社会性がまだ十分に育って

なく、自分中心的な１年生

には、まずは身近な友だち

や幼い子に対して親切にす

ることの大切さに気づかせ

ていきたい。 

■資料の分析 

 資料「はしのうえのおおか

み」は、１本橋を渡ってくる

自分よりも弱い動物たちに

意地悪をして楽しんでいた

おおかみが、自分よりも強い

くまに対しては、「おさきに

どうぞ」と譲ろうとする。と

ころが、体も力も強いくま

が、おおかみに対して少しも

威張らずに、優しい行為で接

する。親切にされたおおかみ

は、今までの自分の行為を反

省し、自分も弱い動物たちに

親切にしようとする内容で

ある。 

 ここでは、おおかみの考え

や気持ちに焦点をあてて、意

地悪をしている時と、親切に

されたあとのおおかみの言

動や気持ちの変化を通して、

人に親切にすることは、相手

だけでなく、自分も気持ちよ

いものであることに気付か

せたい。そして、友だちや自

分よりも幼い者に対して、親

切にしようとする気持ちを

そだてたい。 

■ねらい 

自分よりも弱い相手に意地悪をしていたおおかみが、自分よりも強いくまに親切にされたときの気持

ちを通して、誰に対しても温かい心で接し、親切にしようとする心情を育てる。 

■展開の構想 

・今までの生活を振り返り、人に親切にしてもら

った時の事を振り返り、価値への方向付けをす

る。 

・自分よりも弱い相手に意地悪をして、優越感に

ひたっているおおかみの気持ちに気付かせる。 

・くまに親切にされ、うれしく思うおおかみの気

持ちを感じ取らせる。 

・親切にされて今までの自分の行動を振り返った

おおかみの、言動と気持ちの変化を考えさせる 

・自分よりも幼い子に何をしてあげれるか、考え

る。 

■基本発問（◎中心発問） 

○橋を渡ってくる動物たちを追い返している

おおかみは、どんな気持ちだったでしょう

か。 

◎おおかみは、くまに橋をわたしてもらったと

き、どんな気持ちになったでしょうか。 

○くまのうしろ姿を見送りながら、おおかみは

そんなことを考えているでしょうか。 



２２２２    道徳の時間道徳の時間道徳の時間道徳の時間((((本時本時本時本時))))と他の教育活動との関連と他の教育活動との関連と他の教育活動との関連と他の教育活動との関連    

〈場の内容・ねらい〉〈場の内容・ねらい〉〈場の内容・ねらい〉〈場の内容・ねらい〉                                〈児童〈児童〈児童〈児童の意識〉の意識〉の意識〉の意識〉                        〈指導・援助〉〈指導・援助〉〈指導・援助〉〈指導・援助〉    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    

    

【教科：生活】 

 生活科フェスティ

バルの準備では、班

で出し物を相談し

た。班内での相談で

決まったことを、一

生懸命やり遂げるこ

とができた。 

 新１年生との交流

会でも、保育園の子

のことを思いやり、

小学校の生活に役立

ったり、楽しめたり

する内容を計画運営

をする。 

【日常活動】 

「ありがとう発表」「ありがとう発表」「ありがとう発表」「ありがとう発表」    

 帰りの会での、ありが

とうの発表では、仲間の

よさを見つけ、発表して

いる。 
係活動係活動係活動係活動 

 ロッカーの整頓がで

きていない人を係りの

人が発表しているが、そ

の指示に素直に従い、す

ぐに整頓している。 
学級遊び学級遊び学級遊び学級遊び 

 すこやかの時間に学

級遊びを毎回行ってい

る。多数決で決めた遊び

に素直に従いみんなで

楽しく遊ぶようにして

いる。 

・自己主張が強く、自

分のミスをなかなか

認めようとしない。

そのために、友達同

士で争いが起きるこ

とがある。 
・他の人のことを考え

て行動することが、

苦手である。そのた

め、良し悪しが分か

っていても、素直に

行動できないことが

ある。 

・生活の中で、自己

主張を通そうと

して、仲間との争

いをしたときを

指導のチャンス

ととらえ指導す

る。 
・自分の行動を振り

返らせ、そのとき

の気持ちを自分

の言葉で話させ

る。 

【学級活動】【学級活動】【学級活動】【学級活動】 

「休みの日の過ごし

方」 
 冬休みの生活を振

り返り、健康や安全

に気をつけ、物や金

銭を大切にし、身の

回りを整え、規則正

しい生活ができたか

を話し合う。 
 また、これからも、

家族のことを考えて

お手伝いなどを進ん

で行う態度を育て

る。 
 

・自分よりも弱い子に

対して意地悪をし

て、自分は楽しんで

いたが、意地悪をさ

れた子は、嫌な気持

ちになったんだな。 
・くまさんのように、

誰にでも優しく接し

すると、優しくされ

た人は、とてもいい

気持ちになるんだ

な。 
自分の日常を振り返自分の日常を振り返自分の日常を振り返自分の日常を振り返

る。る。る。る。 

【道徳の時間】 

「はしの うえの おおかみ」 
内容項目 ２－(２) 
主題名  思いやる心 

＜学校での日常生活に生かす＞＜学校での日常生活に生かす＞＜学校での日常生活に生かす＞＜学校での日常生活に生かす＞ 

・日常生活の中で、友だちに迷惑をかけ

たとき、何がいけなかったかを考え、

わがままな態度をとらないで、思いや

りを持って人間関係を築くことができ

る。 
・保育園児や地域の方との交流を通して、

温かい心で接し、親切にすることがで

きる。 

・くまさんのように、

だ思いやりの気持ち

を持って、誰にでも

接すると、みんなが

気持ちがよくなるん

だな。 
・思いやりの心を持っ

て接すれば、誰とで

も仲良くなれるんだ

な。 
・相手の気持ちを考え

て行動することが、

大切なんだな。 

・仲間と楽しく活動

したり、決めたこ

とを守ろうとし

たりしている児

童を認め、励まし

ていく。 
・帰りの会での「あ

りがとう」の発表

の中で、親切にさ

れてうれしかっ

たことをみんな

に広めていく。 

・「ありがとう」の

取り組みを続け、

親切にされたら、

うれしかった気

持ちをみんなに

発表して、広めて

いく。 
・みんなが気持ちよ

く生活できるた

めの呼びかけを

している係りの

活動を広げてい

く。 
・家庭でも、みんな

の気持ちを考え

て、お手伝いを続

けるようにする。 



３３３３    学習指導過程学習指導過程学習指導過程学習指導過程    

    ねらいねらいねらいねらい    基本発問と予想される児童基本発問と予想される児童基本発問と予想される児童基本発問と予想される児童の反応の反応の反応の反応    指導・援助指導・援助指導・援助指導・援助    

    

導導導導

入入入入    

○日常生活の

中から、具体

的な例を出

すことによ

って、導入を

図る。 

１１１１    友だちに意地悪されたことはあるか。その時、ど友だちに意地悪されたことはあるか。その時、ど友だちに意地悪されたことはあるか。その時、ど友だちに意地悪されたことはあるか。その時、ど

んな気持ちだったかんな気持ちだったかんな気持ちだったかんな気持ちだったかを発表させる。を発表させる。を発表させる。を発表させる。    

 

 

 

・遊ぶとき、仲間に入れてもらえなかった。 

・忘れ物をした時、貸してくれなかった。 

・悲しくて、嫌な気持ちになった。 

・意地悪されて嫌だっ

たこと、悲しかった

経験を思い起こすこ

とで、価値への方向

付けをする。 

    

    

    

    

展展展展    

    

開開開開    

    

前前前前    

    

段段段段    

○資料のあら

すじ確認し、

登場人物の

心情を理解

する。 

○おおかみが

意地悪をす

る時の心情

を理解する。 

 

○おおかみか

ら見た、くま

さんの姿に

ついて考え

さえる。 

○誰にでも思

いやりの気

持ちをもっ

て、接するこ

とは、その人

にも自分に

も気持ちが

いいものだ

ということ

を理解する。 

２２２２    資料を資料を資料を資料を提示する提示する提示する提示する    

 

 

 

・おれは、強いんだぞ。 

・面白いな。 

・みんな、弱虫だな。 

・意地悪をして、面白いな。 

・みんな弱いから、いばってやれ。 

 

 

 

・びっくりした。 ・うれしかった。 

・くまさんは、優しいな。 

・くまさんは、意地悪をしないんだな。 

 

 

・くまさんに親切にしてもらってうれしかった。 

・もう、意地悪はやめて、みんなに優しくしよう。 

・ぼくも、くまさんのように親切にしたいな。 

・紙芝居を使い資料の提

示をする。また、黒板

を使いパネルシアタ

ーのように登場人物

を登場させ話の内容

を確認しながら授業

を進めていく。 

・動作化を取り入れる。 

・意地悪をされた動物

たち（うさぎ・きつ

ね・たぬき）の気持

ちも考えさせる。 

 

・役割交代により、異

なった立場を対比さ

せる。 

・くまさんに、気付い

たおおかみさんは、

どんなことを思った

かも発表させる。 

・くまさんの後ろ姿を

いつまでも見ていた

おおかみの気持ちを

考えさせる。 

    

展展展展

開開開開

後後後後

段段段段    

○生活の中で

親切にされ

てうれしか

ったことを

発表させる。 

３３３３    自分の自分の自分の自分の生活を振り返る。生活を振り返る。生活を振り返る。生活を振り返る。    

     

 

 

・一緒に保健室について行ってくれた。 

・縄跳びの時、がんばれと言ってくれた。 

・うれしかった。 ・安心した。 

・親切にされてうれし

かった経験を思い起

こすことで、その大切

さを意識させる。 

・親切にした子にもそ

のときの気持ちを問

い、お互いにすがすが

しい気持ちになるこ

とにもふれたい。 

終終終終

末末末末    

○誰にでも思

いやり心を

持って接し

ていこうと

する。 

４４４４    教師の説話を聞教師の説話を聞教師の説話を聞教師の説話を聞く。く。く。く。    

・誰にでも、思いやりの心を持って接する大切さにつ

いての話をする。 

・思いやりの心を持っ

て、気持ちよく生活し

ようとする意欲をも

つ。 

友だちに意地悪されたことは、ありますか。その

時、どんな気持ちでしたか。 

「もどれ、もどれ」と言って追い返したおおかみ

さんは、どんな気持ちでしたか。 

友だちに親切にされたことがありますか。そのと

き、どんな気持ちがしましたか。 

「ほら、こうすればいいんだよ」と、くまさんに

抱き上げられ、後ろへ渡された時、おおかみさん

はどんな気持ちでしたか。 

くまさんの後ろ姿をいつまでも見ていたおおかみ

は、どんなことを思っていたでしょう。 



 

４４４４    板書計画板書計画板書計画板書計画    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


